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カ ル テ イ こ の 心 象 風 景
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Kartini(1879-1904)isuniqueintheintellectual

historyofmodern lndonesia. Ontheonehand,

sheisadoredinthenation'S'hagiography'asan

early advocate ofnationalistsentimentand an

emancipatorofJava'SWomen from -feudalism'.

Ontheother,shehasbeensympatheticallyaccepted

inDutchliteratureasarepresentativefigureeither

ofEthicalColonialPolicyorofthèTempoDoeloe',
T̀heOld(Golden)Days'.

Thispaperdiscussesthisfigureinrelationtopar-

ticularculturalphenomena oflate19th century

ofJava. Threepointsarepresentedwithspecial

referencetoKartini'sdescriptionsofJava'sland-

scapeintheDoorDuz'sferm∫̀TotLt'cht("Through

Darhne∫∫TowardsLなht"),thecollectionsofher

letterstoDutchfriends.

First,thedescript10nS,Whicharefullof'clich6S',

reflC1CtflCCuratelythecontemporarv m̀estizoculture'

は じ め に

本稿の意図は,19世紀後半か ら20世紀初頭

のジャワの文化的状況を一つの心象風景のう

ちに定置 しようと試みることである｡

この時代のジャワの特徴を,伝統一近代 と

いう二分法において表現すれば,それは,一

方では,マク ラム王国の創立 (16世紀末)以

莱,王宮 (クラ トン)を極点 として形成 され

てきた世界秩序の構成原理 が, 王 と家 臣 団

(クラ トン)の政治的無能性のつのりゆ く露

*京都大学東南アジア研究センター;The Center

forSoutheastAsianStudies,KvotoUniversity

of colonialJava. From thelate 19th century

the m̀estizo culturc',typICally expressed in the

picturesOf(theBeautifulIndies'andthecroncong

melodies,enjoyedgrowingpopularitybothalTIOng

theDutchandEurasiansocietiesandtheJavanese

aristocracy. Second,the Dutch language was

indispensabletoherdescriptionofJava'Slandscape.

Dutchfunctionedasahighlye侃cientlensthrough

whichshewasabletogazeatnotonlythenatural

landscapebutals()thela･ndscapeoFthecolonized

society. Both Dutch and Javanesesocietiesin

colonized Javawerebroughtsharply into focus

throughthislens. Third,Kartiniwasaforerunner
oftheIndonesiannationalistmovementinthesense

thatshe conヽ-incingly gave ǹationalitⅤ'to the

landscape. Removedfrom the m̀estizo'cultural

milieu,thelandscapeshedescribedwas,thus,a

'naturali?･ed'Javanese(Indonesian)landscape.

量化によって,次第 に解体 しつ つ あ る過 程

[土屋 1983],すなわち,伝統的世界観の衰退

過程が進行 してゆ く時期であり[Day 1981],

他方で は,くイ ンドネシア)[永積 1980]と

い う ｢想 像 の共 同体｣ "Imagined Com-

munity" [Anderson 1983] の構 築 を め ざ

す く人民運動)"Pergerakan Rakyat" [土屋

1982:第 1章]がいまだ出現す ることのない,

すなわち,近代の光がジャワ自身の内部か ら

いまだ発す ることのない時期である,と概括

す ることがで きよう｡ 古 い世界像が次第 に衰

退 しつつあるのに新 しい世界像がいまだみえ

て こないという意味において,この時代 はま
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さしく ｢はざま｣の時代であった｡

それが ｢はざま｣の時代であるということ

を,ジャワ語圏の世界に即 していえば,大い

なる者の ｢最後の時代｣"zamanpanutup''で

あった｡ ｢最後｣ `̀panutup''という語がこの

時代を表現するキー ･ワー ドであった.1) 別

言すれば,くインドネシア)が想 像 され ･構

想 され,その実現に向けて人々が動 き始める

という意味でのジャワの近代 (すなわち,20

世紀の10年代以降の民族主義の時代)か ら,

この時代をふ り返れば,それは ｢民族英雄｣

不在の時代を意味 していた｡インドネシア共

和国で刊行されてきたさまざまの ｢民族英雄

伝｣(共和国の ｢聖人列伝｣)では,19世紀の

ジャワか らディポネゴロ (1785-1855) とロ

ンゴワル シ ト (1802-1873)を晃百貨 したのち

に,20世紀初頭のカルティニ (1879-1904)

が登場するこ とにな る｡ カルティニ以 降,

｢民族英雄｣が陸続 として生み出される20世

紀 に比 して,19世紀のジャワか ら,ディポネ

ゴロとロンゴワルシ トのふたりだけが選び出

されるというのは,まことに沙たるもの (大

いなる者の不在の状況) といわなければな ら

ない｡

そのことはまた,ロンゴワル シ トがその生

涯を閉 じた1873年 か ら, カルティニ が後 年

『暗黒を越えて光明-』 に収められることに

なる ｢書簡集｣の第 1信を書 き綴 り始 め た

1899年に至る,30年弱の期間こそ,ジャワは

先に述べた ｢はざま｣のもっとも深い谷合い

に位置 していた,ということを意味 している｡

いうまでもな く,ロンゴワル シ トはジャワ語

圏の世界のパ ラダイムの最後 の体 現 者 で あ

1)ロンゴワルシトが｢最後の宮廷詩人｣̀ p̀ujangga

panutup" と呼ばれ,バク･ブオノ10世 (在位

1893-1939)が ｢最後の王｣"ratupanutup"と
呼ばれていることが,その典型的な例である｡
なお,Kamadjaja[1964],SoemarsaidMoertono

【19681,AndjarAny [1979;1980]を参照｡
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り,2' カルティエは近代の民族主義の時代の

パ ラダイムの創始者だか らであり,この両者

の問に横たわる断絶 (より一般的にいえば,

1870年か ら1900年に至る一世代の断絶)は,

｢列伝｣の系譜そのものの断絶を示すほどに

深いか らである｡

ところが,実際にはロンゴワルシ トの死後

わずか 6年後にカルティニは生まれている｡

ロンゴワル シ ト自身 と彼の生 きていた時代を

彩 る ｢暗い闇の心象｣ と,カルティニ自身 と

彼女の生 きていた時代を彩 る ｢明るい光の心

象｣ という,二つの時代の心理的状況 (時代

精神)は,一体,伝統一近代 という一見説得

的な規定概念によって,十全に説明 しうるで

あろうか｡本稿において筆者が問おうとする

のは,まさにこの点にかかわっている｡

カルティエについて書かれた ｢聖伝｣ とア

カデ ミズムの論稿 とを問わず,そこではこの

-少女の近代的相貌を描 き出 し,合わせて伝

統的世界-のその果敢に して悲壮な闘いを描

き出す ことに力点がおかれてきた｡筆者白身

を含めて,カルティエはつねに ｢倫理政策｣

と結びつけられ,民族意識 と結びつけられて

考察されてきた｡3) しか し, 以上のこととは

別 に,カルティエには,先の ｢はざま｣の時

代の心象風景を描 き出す という側面があった

と思われる｡ それが彼女においてはじめて十

全 に描 き出されたか らこそ,カルティニは,

｢近代的個｣ として登場 しえたのではないだ

ろうか｡

ここで注 目しうるのは,カルティニにおけ

る風景描写である｡ 具体的な考察は本論で展

開す るが,この風景描写のうちに,カルティ

二は,一方において,19世紀以来の｢はざま｣

の時代に現れていた ｢メスティーソ｣的文化

2)ロンゴワルシトとジャワの伝統的文化の変容と
の関連については,最近に至っていくつかの論
稿 が発表 されている｡さし当たり,A.Day

[19811および土屋 [1984]を参照｡
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状況を文章表現のうちに定置 し,他方で,そ

のことによって こうして描かれた風景に くイ

ンドネシア) という ｢国籍｣を与えてゆ くこ

とにな った, というのが本稿の趣 旨である｡

なお,ここに ｢メスティーソ｣的文化状況

とは,複合社会 においておのおのの構成集団

のいずれ もに所属 しないがゆえに,各集団に

よってそれぞれ分有 されている文化を意味す

る｡ この文化を特徴づけるのは,セ ンチメ ン

タ リズムとノスタル ジアとメランコリーとい

う心理状況であ り,その第 1のメデ ィアは,

旋律 と絵画である｡

以下,本稿の構成 は以下の通 りである｡

Ⅰでは,19世紀後半の ｢はざま｣の時代の

変化の様相を制度的 ･構造的に略述す る｡ⅠⅠ

では,その変化の状況を,音楽 と絵画の 2点

において概観す る｡IIIでは,以上のセ ッティ

ングにおいてカルテイ二を論ず る｡ したが っ

て本稿は,カルティエにおいて くイ ンドネシ

ア)が心象風景 として描 き出されてゆ く状況

を跡づけるものである｡

3)カルティ二に関する書物,論稿は,まことに多

数に及んでいる｡たとえば,1977年に 『カルテ

ィエ伝』を著した S･Soerotoは,その参照文献

として全部で48点をあげているが,それらはい

ずれもカルティニ白身を主題とするか,もしく
は,民族主義運動の展開との関連でカルティ二
を扱ったものである｡この内訳は,オランダ語

文献が32点,英語文献が9点,インドネシア語

文献が5点,ジャワ語文献が2点である｡日本

語のものも ｢書簡集｣の翻訳として 2種類 (午

江 [1940]および早坂 [1955]) のほか,『カル

ティニ伝』の翻訳 (スロト,舟知 ･松田 (釈)

[1982])があり,加藤 [1942],永積 [1980],土
屋 [1970]が,カルティエについて論じている｡

このうち,加藤はすでに1922年当時にカルティ

この紹介を行なっている｡これについては注17

をみよ｡なお,未発表論文として私見の限り前

田 [1975],富永 [1983]などがあり,カルティ

ニに対する関心は,わが国においても半世紀以
上にわたって一貫して高いということができよ
う｡また,カルティ二の書簡集については,本文

中の引用では各国語の編･訳者名を記載し,文献

欄では〔カルティエ関係〕としてまとめてある｡

Ⅰ 制度的 ･構造的変化

19世紀半 ば以降のジャワの社会的変化は,

もっぱ らオ ランダのイニ シアチブによってひ

きおこされた｡それがジャワにとって ｢最後

の時代｣を もた らしたのに対 し,オランダに

とっては植民地的秩序が最終的に確立 してゆ

くという点 において ｢静言盆の時代｣("rusten

orde"ない し "zamannormaal")の開始であ

り,植民地社会 に関与す るオ ランダ人の心理

的状況 に即 していえば,｢古 き (よき)時代｣

`̀tempodoeloe''4'として回顧 される時代が始

まった ことを意味 していた ｡

この変化の根幹 にあったのは,いうまで も

な く植民地官僚制の創出と制度化であった｡

変化 はその過程 と一体化 して もた らされ た

が,その中で も顕著であ ったのは,伝統的プ

リヤイ層の調達 に伴 う社会変化 と,政治的経

済的支配の深化 ･拡大に伴 うコミュニケーシ

ョン ･トランスポーテーションのネ ッ トワー

クの創出と発展 ということが らであった｡

1. プ リヤイ層の変質

ジャワにおいてマクラム王家に由来す るプ

リヤイ層を,バクヴ ィア総督府 に収赦す る植

民地官僚 として再編成す る試みが本格化す る

のは19世紀前半のダーンデルス統治下 (1808

-1811)以降のことである.原住民 に対 して

は,マクラム王国以来 の ｢民草の長｣"Volks-

hoofd"として臨み,植民地政庁 に対 しては,

俸給の支給を受ける官吏 として位置づけられ

るという,植民地下のプ リヤイの二重性が進

展す る中で,｢その誇 りが (自らの)過去-の

一体化でな く (オランダの)く王の僕)として

4)EIBretondeNijsが1961年に編纂した書物
のタイトルに由来する｡これは,写真集とその
解説によって綴られているが,その扱う時期が
1870年から1900年代初頭であるのは,先の ｢は
ざま｣の時期と ｢静誼の時代｣との一致を示す
ことがらである｡
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の役割を果たす｣ [Sutllerland 1979:7] と

ころに求められる状況が次第に顕在化 してい

った｡このような変化がもっとも厩著であっ

たのは ｢王侯領｣`̀Vorstenlanden''の外周,

ことにジャワ島北岸の ｢沿海域｣"Pasisir"で

あった｡｢沿海域｣のプ リヤイは, 一方では

なお,伝統的なクラ トン文化の細片を護持 し

て,プ リヤイの倫理を尊び,ワヤンやガメラ

ンや踊 りなどクラ トンに由来する文化の担い

手であることを任 じていたが,それと同時に,

バクヴィアに由来する新 しい文化が彼 らの生

活様式に浸潤 していった｡それはひとことで

いえば ｢擬似 ヨーロッパ的雰囲気｣[Z'bz'd.:43]

の展開であった｡

すなわち,原住民官吏がウイスキー ･ソー

ダやジンを飲み,ダ ンスと トランプに打ち興

じ,乗馬やテニスを楽 しむという状況が,住

居や服装や食生活の西欧化 という状況に相伴

って生まれてきたのである [/oc.cz't.]｡ この

過程は,原住民エ リー トにオランダ語の教育

が授 けられるという過程 とほぼ重なり合 うこ

とであり,エ リー トがオランダ社会 とオラン

ダ語で交流する状況が生まれ始めていた｡さ

らに今世紀初頭以来,植民地社会に自動車が

もち込まれるようになった｡かつてい く夜か

をかけてその管轄内を視察 した原 住 民 県 長

(ブパティ)は,次第に自動車で 1日の視察

を終えるようになった｡こうして,その生活

様式の変化 とともに,原住民エ リー トが原住

民社会か ら,ホルマ ット制 (伺侯 ･謁見にか

かわる複雑な礼儀作法)[3'bz'd.:Chaps.1-4]

に象徴されるジャワ語による交流 という1点

を除いては,物理的にも文化的にも,切 り離

されてゆ くという過程が進行 していったので

ある｡5)

5)当時のプリヤイが一般ジャワ人の生活,ことに
村落生活からいかに切り離されていたのかは,
のちに述べる通りカルティニ自身の状況にもよ
く示されているが,この状況を生き生きと描い
た小説として Pramoedya [1980]を参照｡
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2. 交通網の拡大

19世紀の後半か らジャワにおける人 と物資

の移動の状況は,鉄道の建設によって一変 し

始めた｡

ジャワではすでに1853年にバクヴィアーポ

イテンゾルフ問に鉄道が敷かれたが,その敷

設は70年代に入 って各地に拡大 していった｡

鉄道網の拡大は図の 1か ら4までに示す通 り

であるが,これ らか らうかがえる通 り,1888

年までに (図 1),バクヴィアーバ ンドゥンー

チタレンカ間,テガルーバ ラプラン間,スマ

ランー ソロー ジョクジャーチラチャップ間,

スマ ランージョアナ問,スラバヤーマラン問,

スラバヤーパスルアンープロポ リンゴ問,ソ

ローマディウンークディリ-ブ リタル問,ソ

ローマディウン-カル トソノースラバヤ間な

ど,バクヴィア,ボゴール,バ ンドゥン,チ

ガル,スマラン, ソロ,ジョクジャカルタ,

チラチャップ,マディウン,クディリ,ブ リ

タル,スラバヤ,マラン,パスルアン,プロ

ポ リンゴなど,ジャワ各地の行政,経済の拠

点都市には,鉄道が敷設されるに至 った｡ こ

れが19世紀末年の1899年 (図 2)になると,

上に述べた各都市がすべて鉄道で結びつけら

れ,1913年 (図 3)には,ラブアンか らバニ

ュワンギに至 るジャワ島の東西が,緊密な鉄

道網によって結びつけられることになった｡

これを鉄道総キロ数でみると,図 5で示 さ

れた通 り,広軌,狭軌を含めて,1878年の約

40km か ら,19世紀末には 1,500km に拡大

し,1905年前後には 2,000km 近 くに達 して

いる｡

また,図 6で示された通 り,乗客数 も19世

紀未には400-800万人に達 しており,鉄道網

の拡大が都市 と都市を結びつけ,人々が汽車

の旅をするという状況が,明治時代の日本 と

ほぼ時期を同 じくして,ジャワでも始められ

ていたことがわかる｡

このような鉄道網の拡大 とこれに伴 う人 ･
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出典 :Reitsma[1925:72-73] 縮尺 :1/5,000,000

図 1-図 4 ジャワ ･マ ドゥラにおける鉄道網の拡大 (1888-1925)
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物の移動は,19世紀

後半のジャワ (すな

わち ｢はざま｣の時

代)において,実は,

人間と情報の交流を

めぐってこの島が新

しい局面を迎えつつ

あったことを示 して

いた｡ この交流はま

た,鉄道網の拡大 と

ほぼ時を同 じくして

全島に拡大 していっ

たプランテーション

とその付設工場およ

びオフィス,道路網,

港湾 整 備 と海 運事

莱,郵便制度,自動

車の導入,ラジオ放

送網等々の新 しいネ

ットワークを通 じて

の交流に相伴 って,

さらに拡大 していっ

た｡都市にオフィス

とオランダ人住宅街

が設けられ,娯楽施

設,スポーツ施設が

つ くられ, ｢ミモザ

とブ ーゲ ンビ リア

の花 に囲 まれ た｣

[Anderson 1983:

137] コロニアル･ス
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出典 :Reitsma[1925:80】

図 5 オランダ領東インド国営鉄道延長キロ数 (広軌と狭軌の合計)

タ イル の生 活空 間

を,植民地社会の上層部分 (ジャワでいえば,

オランダ人,ユーレシアン,中国人大商人,

原住民上層階層など)が,質的 ･量的に程度

の差はあれ,それぞれにわかちもつ状況が,

生まれ始めていたのである｡
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ⅠⅠ ｢メスティーソ｣的文化圏の成立

19世紀 ジャワの文化状況の｢メスティーソ｣

的性格については,すでにWertheim によっ

て指 摘 され て い るが [Wertheim 1956:

246】, それはジャワにおいて語の本来の意義

においてメスティーソであるユーレシアンが
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図6 ジ ャ ワ 島 の 旅 客 延 べ 数

もっぱ ら担 った文化であるということにとど

ま らない｡支配の様式 としてのホルマ ット制

は,オ ランダ貴族社会 とジャワ王朝の路拝の

制度化のグロテスクな結合 にはかな らなかっ

た し,その結果 として到来 した ｢静譜の時代｣

は,ジャワにおいて ｢メステ ィーソ｣的文化

の成立す る土壌であった｡

オランダ人 にとってジャワ (のちに広 く蘭

領東印度) は植民地であ り,た とえ この島が

ここ くさ､) ｢
Cu (>】

三 三 二

この先 い く世代 にわ

た って支配下 にあろ

うとも,個 々のオラ

ンダ人 にとっては,

遠 い北国のふ るさと

を離れた ｢赤道をと

りま くエ メ ラル ド

の 島々｣ [Multatuli

1860:257]で あ っ

て,永遠の眠 りにつ

く場所では決 してな

か った｡6) ジャワ人

貴族 にとっては,す

でに述べた通 り,新

しい生活様式が19世

紀後半か ら次第 に浸

透 した結果 として,

文化的な ｢擬似 ヨー

ロッパ性｣が共有 さ

れ,オ ランダ人 とと

もに植民地空間を新

たに創出 し, これを

担 うという状況が生

まれ始めていた｡

本来のメスティー

ソであるユー レシア

ン (欧亜混血)の数

は,19世紀中に漸増

し て い っ た｡Van

derVeur の推計に

6)植民地に滞在する期間は,個々のオランダ人に
よって長短まちまちであったことはいうまでも
ない｡その指標となるものではもちろんないが,
17世紀以降の植民地総督の在任期間をみると,
それが意外に短期間であることに注目しうる｡

1610年から1948年までの339年間に,イギリス統
治時代を含めて延べ71人の総督が就任している
が,もっとも長期の場合で26年,10年以上に及ぶ
のはわずか5人の総督にすぎない｡平均して 3

- 4年の任期であり,これに伴う人事異動を勘
案すると,本国と植民地との問の人の移動はか
なり頻繁であったと考えられる｡なお,総督名の
一覧については,DeGraaf[1949:484]を参照｡
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よれば [VanderVeur 1955:26], ジャワ

在住のユーレシアンは1815年当時で1,750人,

1854年当時で14,000人,1860年当時で44,000

人,1905年当時で95,000人であり,1930年当

時には240,000人に達 していたという｡ 半ば

オランダ人,半ば原住民 という彼 らの存在が,

オランダ人やジャワ人貴族 とともに,19世紀

後半以降の ｢メスティーソ｣的文化状況をつ

くり出していたことはいうまでもない｡

そのうち,音楽 と絵画について以下にみて

みよう｡

1. クロンチ ョン音楽

Kornhauserは,現在のインドネシアで広

く愛好されているクロンチ ョン音楽が,上に

述べたような ｢メスティーソ｣的状況の表現

として19世紀後半か らジャワ一円に広まった

こと,その担い手の中核がユーレシアンのグ

ループそのものであったことを述 べ て い る

[Kornhauser 1978]｡7)

それによれば,もともとポル トガル音楽に

メスティーコ (mesticos, ポル トガル,イン

ドネシア,中国人の混血)およびマルディケ

ル (キ リス ト教に改宗 したアフリカ人,イン

ド人ないしマ レ-人の奴隷)の旋律が加わっ

て,その基調音を形成 した この クロンチョ

ンは, 1661年以来, ポル トガル人の子孫 に

Tugu地域 (バクヴィア北東 12km)が与え

られて,彼 らの居住区と定められたことによ

り,この地域でひき語 り,うたい伝えられて

きた [Z'bz'd.:107-123]｡

19世紀に入るとTugu地域と周辺の外界 と

の接触が次第に緊密化 し,マレーの四行詩や

オランダ語の歌詞がこの旋律によってうたわ

7)この論稿のタイトルに注目されたい｡Korn-
hauserの述べる通り,クロンチョンは｢正統の
民族音楽｣(典型としてのガメラン)でないがゆ
えに,研究の対象として ｢不当｣におとしめら
れてきたという事情が ｢クロンチョンを擁護し
て｣というタイトルに明示されている｡
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れるようになり,クロンチョンはポル トガル

人の文化伝統のわ くを越えて,他の社会に浸

透するようになった [tbz'd.:127-128]. 同時

に,歌詞と旋律の双 方 に お いて, ノスタル

ジックな情感を誘 う基調 が定 着 して いった

lz'bz'd.:128]｡合わせてまた,1870年代に Tugu

か らわずか 2km の海岸にタンジュンプ リオ

ク港が完成 したことにより,クロンチ ョンの

旋律は航路に沿ってジャワ北岸の港町,こと

に,中ジャワのスマランと東 ジャワのスラバ

ヤに広まっていった｡クロンチョンは,オラ

ンダ語 とマ レー語でうたわれ,時には,オラ

ンダ語 とマ レー語の歌詞が交互に現れる歌 も

うたわれたが,この旋律をもっとも好んだの

は,ユーレシアンであり,彼 らはそれを彼 ら自

身の音楽であると感 じていたという [2'bz'd.:

130]｡

クロンチョンがさらにジャワ全土に広がる

契機 となったのは,1891年にスラバヤ在住の

ユーレシアンであった AugustMahieuが,

KomedieStambulという劇団を結成 したこ

とであった｡Mahieu は,サンディワラ (イ

ンドネシアの劇)とフランスの喜劇を融合 し,

アラブ, トルコ,ベルシア起源の ｢エキゾチ

ック｣な舞台装置,衣裳,テーマを合体させ

た演劇様式をつ くり出し,題材 も西欧の妖精

物語 (｢白雪姫｣や ｢眠 り姫｣), シェークス

ピアの悲劇,中国の物語,ジャワの物語など

をとり入れた｡ これは,多人種からなる観衆

をひきつけるための工夫であった｡用いられ

た言語はマ レー語の俗語であり,それにしば

しばオランダ語が混入 した｡このような ｢国

籍不明｣の極彩色の舞台上で,舞台の情感を

昂めたり場面の展開を促 したりするために用

いられたのが,ほかならぬクロンチ ョンの旋

律であり,ギター,ヴァイオ リン,フルー ト,

打楽器,ピアノなどを伴奏にクロンチ ョンの

歌が流された [ibz'd.:131-1321｡

この劇団はジャワ各地,ことに沿岸の諸都
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市を興行 して歩 き大 きな人気を博 したが,こ

の過程で漬 し物 と音楽(クロンチ ョン)は,19

世紀の末までにはジャワの各地に浸透 した｡

KomedieStambulはこのように してクロン

チ ョンを広めただけでな く,その形,すなわ

ち ｢メランコリックでノスタルジック｣な形

を決めることになった｡ これが契機 とな って

クロンチ ョンの旋律が採譜され集成 されて,

その楽譜が出版されるにまで至 った [Z'bz'd.:

132]｡8)

以上にみ られる通 り,今 日,インドネシア

の代表的な民族音楽 とみなされているクロン

チ ョンは,多様なオ リジナルをもつ舞台様式

とともに一般化 したのであり,その流布の過

程で担い手 となったのは,ほかな らぬユー レ

シアンの社会集団であった｡その旋律が,諺

にもどこにも帰属 しないことによって,クロ

ンチ ョンは異なる文化集団の問に広まったと

いえよう｡ この無所属性 と,それにもかかわ

らずその旋律がノスタルジアやメランコリー

をかきたてたことは,19世紀 ジャワの新たな

文化状況,アモルフで ｢メスティーーソ｣的な

文化状況をみごとに示 している｡ そこでは,

クロンチ ョンの旋律 によって,おのおのの人

間が,たとえ うたかたにせよ,いず こにか存

在するやす らぎの地-の ｢あこがれ｣をか き

たてる,という心象風景が成立 していた,と

いえよう｡事実,クロンチ ョンは ｢古 きよき

時代｣を回想するよすがとして,今 日なお演

奏されているのである｡9)

一方,このような心象が絵画それ自身のモ

8)その後,1925年にジャワでラジオ放送が開始さ
れて以来,クロンチョンの旋律はなお一層各地

に浸透してゆき,ジャワ音楽の旋律とも混じり
合っていった｡さらに,日本軍政から独立戦争
の過程で,クロンチョンは民族主義を鼓舞する
ものとしてさかんにうたわれるようになった｡

9)今日,クロンチョンの旋律がもっともしばしば

流されているのは,オランダや日本にある ｢イ

ンドネシア･レストラン｣である｡

チーフとして定着 した ものこそ,次 に述べ る

｢美 しき東 インド｣の風景画にはかな らなか

っ た ｡

2. 絵画- ｢美 しき東 インド｣

われわれがあまね く耳にするクロンチ ョン

音楽 と同 じく,今 日なおわれわれがたとえば

バ ンドゥンの画廊で目に した り竹ひご細工や

バティックの壁飾 りにあまね くみ られるモチ

ーフ- 火山,水田,水牛,柵子の樹,海辺

など- は,いつどのように してジャワで成

立 したのであろうか｡

それを ClaireHoltの要約 に したがって以下

に略述 してみる｡すでに述べた通 り,それは,

19世紀の後半か ら,ジャワでクロンチ ョンと

いう新 しい旋律が共有 されてゆ く状況 とほぼ

軌を一に して生 じてきた文化的現象であり,

その現象はこれと同一の文化的状況に根ざ し

ていた｡

周知の通 り19世紀の後半か ら,とくに,スエ

ズ運河の航行が可能になった1870年代か ら,

家族連れで植民地に生活す るオランダ人の数

は顕著に増加 していった｡彼 らの中には画家

をは じめとす る芸術家 も含まれており,ジャ

ワで西欧式の教育がジャワ人 にも開放 される

ようになると,新 しい絵画の手法を学ぶジャ

ワ人 も現れてきた｡ ジャワ人の最初の洋画家

として名高いのは,RadenSaleh(1814-1880)

であったが,彼は20年 に及ぶ 滞 欧生 活 と宮

廷付画家 という経歴 と名声にもかかわ らず,

植民地社会では孤立 した存在であって後継者

を育てることもなかった [Holt 1967:192;

永積 1980:33;Soekanto1951:9-21]｡1｡)

その後,オランダ人の風景画家- 彼 らは

植民地で ｢美 しき東 インド｣の絵をさかんに

描いた- を師とし, しか もそれを凌駕す る

ような画家がジャワに現れ始めた｡ その唱矢

10)なお,Soekantoは RadenSalehの生年を1814

年ではなく,1807年ごろとしている｡
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は A.SurioSubroto(1878-1941)であった｡

彼はオランダで近代絵画の勉強を したが,帰

国後はバ ンドゥンに居を定め多 くの職業画家

が彼の下か ら育 っていった｡その多 くは風景

画家であり,その中では MasPringadie(C.

1875～C.1936)や SurioSubrotoの子供であ

る BasukiAbdullah が有名である｡また,

Wakidi も同様の風景画家 として成功 し,西

スマ トラのブキィティンギの風景を題材にし

て多 くの作品を遺 した [Holt 1967:193]｡

19世紀末以降20世紀にかけて,オランダ人

とインドネシア人 とを問わずにさかんに描か

れ た, これ らの風 景 画 の色 調 は ｢golden

brown と黄色を基調 とし, 18.-19世紀の印

象派以前の影響が濃厚である｡ こうした色調

によってカンバスは甘美さ (mellowness)に

みたされ｣lZoc.cz't.]ていた｡

｢美 しき東インド｣の絵画 と呼称されたこ

れ らの風景画の多 くは,オランダ人 によって

購入された｡ ｢彼 らにとってこれ らの絵 は,

たんに壁を飾 りたてるという以上の意味をも

っていた｡ 光 と緑 と水におおわれた大地,そ

びえたつ山鼻,きらめ く水田,天期けるよう

な種子樹,花に飾 られた木 々,それ らは,彼

らのノスタルジア,彼 らのものであってなお

かつ彼 らのものにあらざる土地 - a land

whichwastheirsandyetnottheirs- -
のノスタルジアをかきたてるものであった｡

彼 らは,いずれは,彼 らの故地である,あの

北の平坦な土地の国- と戻 ってゆ くことにな

るのである｣[Z'bz-d.:195].このような風景画

の受入れ方は,ここで明示されているように,

｢ミモザ とブーゲ ンビリア｣に囲まれた植民

地空間を包むノスタルジアとメランコリーの

表現媒体 としてであり,この空間が ｢静誼｣

であればあるほどにノスタルジアもまたいや

ます という関係が,そこには認められるので

ある｡

この ｢美 しき東インド｣の絵画を批判 して
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新 しい リア リズムの画風を確立 したタマ ン･

シスワ出身の Sudjojono(1913-)は,この

風景画の典型的な画題 として,田おこし,水

午,水田,郁子樹,青 くかがや く山,風にな

び く赤いショール,傘,わ らぶき小屋,青い

上着など,美化された ｢田園風景｣をあげ,

そのモチーフが,｢美 しく,ロマ ンチックで,

静寂 と平和 と歓喜にみちたパ ラダイス｣の表

現であることを指摘 している [Zoc.cz'Z.]｡これ

はすべて ｢外国人 と旅行者のものであって,

われわれのものではない｣lZoc.ct't.]という自

己認識が,Sudjojono らに始まる リア リズム

絵画の基点にあったことはい うま で もな い

が,それは,1930年代以降に現れる潮流であ

り,19世紀末か ら今世紀にかけての絵画は,

この ｢美 しき東 インド｣のモチーフにみたさ

れていたのである｡

これ らの絵画は,先のクロンチ ョン音楽の

場合 と同 じく,19世紀後半以降のジャワの新

しい精神風土を示す ものとして生み出され共

有されていったのである｡ 現実の風景の断片

が切 りとられ,美 しい形 と色調によって再構

成 され,額縁の中に収め られて,オランダ人

とユーレシアンとジャワ人プ リヤイ層 とを問

わず ｢ミモザ とブーゲ ンビリア｣に囲まれた

邸の応接室を飾るという文化的雰囲気が,そ

こには生まれていたのであ り,｢美 しき東イ

ンド｣-のノスタルジアはその雰囲気の核心

を構成 していたのである｡11)

ⅠⅠⅠ カルテイ二の風景描写

カルティニにとってオランダ語で手紙を綴

りオランダ人 と交信す ることは, ｢自己発見

の旅路｣[Smail1971:281]に出ることであ

ll)このような風景画が,今日なお,かつて植民地
に滞在したことのあるオランダ人やその家族の
家の客間に飾られたり,プリヤイの応接室に飾
られているのを,しばしば目にする｡
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り,自身の閉塞状況 がオ ランダ語 によってそ

の天蓋を開かれてゆ く過程 については,つ と

に知 られている通 りで あ る｡ 彼 女 に とって

｢新 しい｣"InOdern''12)世界 とは,オ ランダ

語 という言語空間がつ くり出 している世界 に

はかな らなか った｡13) カルテ ィ二は,オ ラン

ダ語 によ って,時代 と社会を対象化 し, ｢闇

か ら光-｣ の道 を自 ら切 り開いたのであ る｡

ところで,今 日遺 され刊行 されている彼女

の ｢書簡集｣ の中で,本稿でいままでに述べ

た ことが らとの関連で とりわ け興 味 深 い の

は,彼女が書 き記 した自然描写であ る｡ この

自然描写 が,実 はⅠⅠで述べた文化的状況を言

語表現の うちに定置す ることにはかな らなか

った ことを以下 に述べてみよう｡

1. ｢書簡集｣の挿 し絵- ｢美 しき東 イ ン

ド｣

カルテ ィこの ｢書簡集｣ には,オ ランダ語

版,イ ンドネ シア訳版,邦訳版を問わずに,

い く葉かの挿 し絵 が収 め られている｡

12)彼女の死後7年後に J.H.Abenda.non によっ

て編纂上梓された DoorDuz'∫term'.rTotLz'cht

の冒頭に収められた手紙 (1899年 5月25日付)

が ｢わたしは "modernmeisje" と知り合いに

なることをとても待ち望んできました……｣と
いう文章で始まることは,この点できわめて興

味深い｡牛江清名はこの "modernmeisje''の訳

語に ｢新 しい時代の乙女｣を充てているが [牛

江 1940:15],modern とはまさに ｢新 しい｣
ことの総称であり,19世紀と20世紀をわける最

人の標識であったからである｡

13)カルティ二は,12歳から16歳までの4年間 (す

なわち1891年から95年まで),当時のジャワ貴族

の慣習にしたがってその邸宅から出ることを許
されなかった｡後年 (1899年)この閉居の時代

を回想して彼女は, ｢この四方を壁で囲まれた

牢獄｣の中にあって,オランダ語の本を読みオ

ランダ人と文通をすることだけが唯一の光明で

あったこと,それが自分のすべてであったこと

を述べている [Abendanon 1911:4]｡このよ

うな孤独の状況におかれていたからこそ,オラ

ンダ語の世界は彼女を ｢新 しい世界｣-と導い
ていったのである｡

オ ランダ語版 は,現在までに 5版を重ねて

いるが,1911年 の初版以来 この挿 し絵 は不変

である｡14' 全部で 6葉 あるペ ン画 と考え られ

るこれ らの挿 し絵 は,いずれ もジャワの田閑

風景を示 している｡ これ らは,その構図に多

少 の違 いがあるものの,前景 に描かれた農家,

街道 ,水 田,価 ,火炎樹,後景 に広がる榔千

林や竹林 ,山 と空 と雲などの共通 のモチーフ

か らな る｡ また,それぞれに,挿 し絵 のモデ

ル とな った場所が記入 されているが,それ ら

は順番 に, (1)プ リア ンガ ンの農村風景, (2)

Depok (ジャカルター ボゴール間), (3)Cili-

wong川 (Depok付近 を流れ る川), (4)Pacet

(プ ンチ ャック峠か らバ ン ドゥン-向か う街

道筋の村), (5)Depokとボゴール間の街道,

(6)ボゴール付近 の農村 (CikeumeLlh村)風景

である｡15) それにもかかわ らず, これ らはい

ずれ も植民地 に遍在す る ｢平和 な田園風景｣
を現 している｡

次 に,イ ン ドネ シア語訳は,1938年の初版

以来第 9版まで版を重ねているが,おのおの

の版 にはオ ランダ語版の もの とは別 の挿 し絵

が 5葉収 め られている｡16) いずれ も風景画で

14)筆者の手許にあるのは,1923年の第4版と1976
年の第 5版である｡両版とも同じ体裁であるこ
とから,この体裁は初版以来一貫 していると想
定しうる｡なお,本稿での引用ページは1976年
版にしたがう｡

15)それぞれ,1ページ,26ページ,96ページ,169

ページ,316ページ,373ページに挿入されてい
る｡なお,これらは本稿の巻末に掲げた｡

16)これらは,1938年,39年,51年,62年,63年,
68年,72年,78年,79年と版を重ねているが,
訳者は ArmijnPaneである｡なお,インドネ
シア語訳としては,これ以外に,1922年にカルテ
ィエの兄弟が訳しているが [Pane 1963:5],す
でに絶版である｡また,A.Pane訳とは別に,
1979年に Sulastin Sutrisno の翻訳版が現れ
1981年には再版された｡この訳は,A.Pane訳が
原著 (Abendanon版)の抄訳 ･意訳であるのに
対して,その完訳を旨としたものである｡その
ため,A.Pane訳に比して全体のページ数も2

倍近 くになっている｡ただし,この S.Sutrisno
版は表題がたんに 『カルティエの書簡集』にあ
らためられているほか,挿 し絵も挿入されてい
ない｡
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あ り,嵐の吹 き荒れる林 の光景か ら始ま って,

海辺の日にかがや く郁子樹までがペ ン画で描

かれている｡ それぞれの絵 には短い詩句が付

されて, ｢闇か ら光-｣至 るカルティ二の歩

みを暗示 している｡

邦訳版は1940年 に牛江清名訳で出版 された

が,これは,Armi jnPane訳の初版 によって

いる｡17) 牛江 は,その中で,それぞれの詩句

に訳をつけてお り,直訳ではないが,それ らの

挿 し絵のもつ雰囲気をみ ごとに伝えている｡

邦訳では 5葉の挿 し絵 によって ｢書簡集｣が

章別編成 をとる体裁 とな っているが,それぞ

れの冒頭 におかれた ｢訳詩｣ は次の通 りであ

る｡18)
いらら

(1)｢や るかたなき 焦燥 荒波にたゆたふ

がごと こころなき嵐 更 に 吹 きま き り

て｣

(2)｢疾風おさまれど よろず吹 き荒ぶ りた

る中 散 りみだれたるもつれ葉 しじまに

吹 きのこりてあ り｣

(3)｢嵐なぎぬ にはやかに陽のかがやけば

わが胸の中 きち多 く明 るき｣

(4)｢美 しき夕映=えの して そよ風はす ゞよ

か 過 ぎ し日の思いのうちに 溶 け入 るが

ごと｣

(5)｢あだ し雲 あとかた もな く晴れ 光ふ

る朝 いまぞ明けそむ｣

オ ランダ語版 において もイ ンドネシア語版

17)牛江訳とは別に,加藤朝鳥がすでに1922年当時
にカルティ二の手紙の断片を英訳に基づいて紹
介しており,また,彼自身カルティニゆかりの

地を訪れ,彼女の生母と妹(ルクミニ)に面会し
ている｡その状況は 『爪瞳日報』の創刊号に紹

介され,のちに 『爪畦の旅』に収められた [加
藤 1942:114-151]｡これが,わが国でカルテ
ィエがはじめて紹介された例であろう｡なお,

この点については中村孝志教授の示唆による｡

18)それぞれの引用ページは,服に,13ページ,67

ページ,157ページ,226ページ,265ページ｡

なお,牛江訳は牛江清名先生のど厚意で閲読の

機会を得た｡記して謝意を表する次第である｡
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において も,これ らの挿 し絵ない し詩句が,

出版 に当た ってつけ加え られた ものであるこ

とはいうまで もない｡それにもかかわ らず,

それ らによって,この ｢書簡集｣の もつ雰囲

気 は,み ごとに伝え られているのである｡ そ

れは,先 に述べた ｢美 しき東 インド｣その も

のである挿 し絵であ り,オ ランダ語版はその

挿 し絵のうちにカルティエのメランコ リーと

ノスタル ジアを現 し,イン ドネシア語版 もま

た, ｢闇か ら光-｣ というモチーフを挿 し絵

を通 して伝えているにもかかわ らず,その挿

し絵 自身 は典型的な ｢美 しき東 イ ンド｣の世

界を伝えているか らである｡

2. カルティエの風景- ｢小 さなス--フ

ェ- ンゲ ン｣

カルティこの ｢書簡集｣ には,ジャワの自

然を綴 った文面がい くつか含まれている｡ 以

下 にまず,その文例をみてみよう｡

まず1901年の 1月 に記 された 2通 の書簡 に

おいて,海辺 と郁子樹 とが次のように描かれ

る｡19)

｢夕方わた くLはホ ンフレープ夫人 とご一

緒 に海辺 にまいりま した｡わた しは水浴び

を しま した｡海は青 く澄んで-様な色を湛

えていま した｡わた しはそばの珊瑚礁に腰

を下 ろ し,水 の中に足を浸 し,そ してはる

か視界の尽 きるまで眺めわた しま した｡ ま

あ,何て この大地 はすぼ らしく美 しいんで

しょう｡ 歓喜 と感謝の念 と平和 とが心 に し

みわた ります｡母なる自然 (Moeder Na-

tuur)は,わた しどもが慰 めを求めれば,そ

19)1901年 1月21日付,アベンダノン夫人宛｡以下

の翻訳はいずれもオランダ語版に基づくが,過
宜,牛江訳,A.Pane訳,S.Sutrisno 訳を

参照した｡引用ページはそれぞれ以下の通りで

ある｡Abendanon[1911:93],牛江 [1940:851,
A.Pane【1963:93],S.Sutrisno[1979:90]｡
なお,文中のホンフレープ夫人とは,当時のジ
ェ パラ州副理事官の夫人をさす｡
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れにとり合わずに行 き過ぎて しまうことは

決 してありません｣
その10日後には,こう記される｡20)

｢思いにふけってはわた しは外を眺めや り,

青空をみつめます｡まるでそこに,わた し

の魂の中に吹きつのっている疑問に対する

答えを期待するかのように｡思わず知 らず

わた しの目は,大空を流れてゆ く雲の群れ

を追 っています｡雲は,種子の葉をふるわ

せたのちに流れ去 ってゆきます｡ふと,わ

た しの目は黄金色の日の光に映えてきらめ

きふるえている小さな葉にひきつけられま

す‥‥‥｣

上に述べた海は,彼女の居所近 くにある風

光明娼な海岸で,｢クレイン･スへ一一フェ‥ン

ゲ ン (小スへ-フェニンゲ ン)｣ という名で

呼ばれていた (カルティニ自身がそう名づけ

たのであるともいう)海辺であった｡21'ス-

-フェこンゲ ンとは,いうまでもな く,--

グ市郊外の白砂の海岸で,オランダの有名な

観光地であ る｡ カルテイニ は ジェパ ラの海

を, ｢ノJ､｣を付 してこの北海沿岸の風景 と重

ね合わせていたのである｡

｢小ス--フェニンゲ ン｣の語は,1901年

6月10日付の手紙の中に次のようにみえてい

る｡22) これも ｢母なる自然｣-の讃歌である｡

｢..‥‥わた しどもが鳥の歌声 という美 しい

交響曲を耳にして,われを忘れる時に,神

20)1901年 1月31日付,アベ ンダノ ン夫人宛
【Abendanon 1911:101;牛江 1940:88-89;

Pane 1963:95-96;Sutrisno 1979:92]｡
21)この海辺は, ｢ジェパラの町から約五キロ,渇

岸に出た所で,入江になっている｡水は穏やか
に澄み,砂は白く平らで,泳ぐには実に素晴ら
しい所だった｡ずっと昔は `̀バンデンガン"と
言っていたのに,カルティニがオランダ風の名
前を付け,今はまた元の名前 "バンデンガン"

に戻っている｣[スロト,舟知･松田(:釈) 1982:

361｡
22)アントン教授および夫人宛【Abendanon 1911:

113;牛江 1940:96;Pane 1963:1()0;Sutrisno
1979:103]｡

がわた しどもを聾には生んで くだきらなか

ったことに感謝 します｡クレイン･ス--

フェニンゲ ンにあって,すべてが静譜で平

和で詩的であり,また太陽がこの上な く美

しく沈んでゆ く,その夢のような海辺を目

の前にする時,わた しどもによくみえる眼

が授けられていることに対する感謝の念は

いやまきるのです｡そ してまた,みわたす

限 り,天にまで至るさざなみに不思議なか

がやきと色紋 とが広がるのを目にして,森

羅万象 (hetAl)を形づ くりこれを統べてい

る不可視の偉大な精神 (Onzienlijk GrO-

oten Geest)-の感謝の念が,わきおこる

のです‥‥‥｣

上の文例で示されているのは,彼女が現に

目にしているジャワ海の夕景色が,実は彼女

の心象のうちに遍在する風景 と重ね合わされ

ているということである｡ したがって,この

文章の主語は ｢わた し｣"ik''ではな く ｢わた

しども｣"wij"であり,｢わた しども｣を して

この美 しい自然を享受せ しめて い るの は,

｢不可視の偉大な精神｣である｡ こうして,

現実の風景が遍在する普遍的な風景 と結びつ

けられる｡彼女にとって,現実のスへ-フェ

-ンゲ ンの風景は遠 くはるかにあこがれるパ

ラダイス (換言すれば,オランダ語 という言

語空間の中心にあるパ ラダイス) として想像

されているのであるが,そのスへ-フェニ ン

ゲ ンも, ｢森羅万象｣の創造主にして主宰者

である ｢不可視の精神｣を経由することによ

って,眼前のジェパ ラの海岸の風景のうちに

遍在することになる｡

この ｢不可視の精神｣は,イスラムのアッ

ラーでもなければキ リス ト教の神でもな く,

それ らを結びつけ,それ らの基底に存在 して

いる普遍的な ｢神性｣であろう｡ この｢神性｣

は,神智学 `̀Theosophy''における ｢神性｣

とほとんど同義のものとして考えることがで

きそうである｡
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このように して定置されてゆ く風景は,先

に述べたクロンチ ョンの旋律の心象 と重ね う

るだけでな く, ｢美 しき東 インド｣の絵画を

文章化 した ものとして了解 しうるのである｡

カルティニにおけるこのような心象は,同 じ

年の8月 に記 された書簡のうちに,あます と

ころな く示されている｡ やや長い引用である

が次をみ られたい｡ これは 1年前にはじめて

アベ ンダノン夫妻に会 った時のことを思い出

して記 したものであり,カルティニ自ら ｢-

少女の数時間の生活｡年老いた少女のセンチ

メンタルな思い出の記｣ という題を付 してい

る｡23)

｢わた しの目に再びみえて くるのは,自巌

の月光に幻想的にかがやいている,たとえ

ようもな く美 しいあの海辺です｡月光は,

たえずゆれ動 く海面に目の及ぶ限 り,無限

の反射光を投げかけております｡それは,

金 と銀の尽 きることないきらめきであ りま

す｡

また,わた しの耳に再び聞 こえて くるの

は,種子の葉のふるえつぶや く音です｡そ

れは,巌でできた大 きな羽根のように,夕

暮れのそよ風にゆれ動 きます｡わた しども

の頬をなで,耳 にささや くようにして,そ

よ風は吹き過ぎてゆきます｡

その葉音のつぶや きが,きらめ く純 白の

浜辺に戯れるように砕けては散 ってゆ く,

あの光 りかがや くやわ らかな波の群れと,

美 しく一つに融け合 ってゆきま した｡

それは夢 (Datwaseendroom),幸せな

夢で した｡そ して,わた しどもは,銀の月

光がきらめき,水面に金 と鋭 とが流れ,星

星が青い空にやさしくかがやき,種子の葉

のそよぎが銀色の光を投げかけ,そよ風が

吹き,汀で波がやわ らかに砕けているとい

23)1901年 8月8- 9日付,アベンダノン夫人 宛
[Abendanon 1911:118;牛江 1940:100-101;

Pane 1963:104-105;Sutrisno 1979:1091｡
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う,この月光に照 らし出された海辺の幻想

的な世界に囲続されて座 っておりま した｡

わた しどもは,はじめて手 にした高価な宝

石 (eennieuwgevondenkostelijkenschat)

とともにあって,静 か な 享 楽 とつのりゆ

く歓喜の心で,心地よい旋律に耳を傾 けて

座 っていま した｡その旋律は,はるかに遠

い国々のおとぎ話 (betsprookjesmooivan

vreemdelandenvtr),わた しどもの眼前に

広がる海,金 と巌が果てることな くきらめ

いてい るそ の海 の彼 方 の 国々 の お と ぎ

話,海自身の神 のよ うな祖 国 (goddelijk

Vaderland)のおとぎ話 を語 っておりま し

た……｣

カルティエのこのような心象風景は,彼女

自身が付 した表題の通 り,少女の ｢セ ンチメ

ンタ リズム｣にみち,それは ｢決まり文句｣

の羅列 として示 されている｡それだか らこそ,

このような ｢決まり文句｣の羅列によって現

実の(アベ ンダノン夫妻 とともにみた)海辺の

風景が ｢夢｣のような風景- 上に引用 した

文章のキー ･ワー ドは droom (夢)と fanta-

stische(夢のような) で あ る- と して定

置されることにおいて,カルティこの ｢書簡

集｣が湛えている雰囲気,その心象は,そこ

に挿 し込まれた風景画の挿 し絵 と無類の調和

をみせて くるのである｡

くり返 して述べれば,彼女の描 く空や雲や

月や海や梯子の樹は,クロンチ ョンの旋律や

｢美 しき東 インド｣の絵 と同様に,ノスタル

ジアとメランコリーにみたされ,そのことに

よって,現実の個 々の具象を離れた遍在する

風景 として,提示 されているのである｡ それ

は,先 に述べたオランダ語版の 6葉の挿 し絵

の一葉一葉が,現実にはデポ ック村の朝やパ

テェット村の夕べやボゴール街道の昼下が り

を描 きなが ら,挿 し絵そのものとしては,そ

のような地域的限定性がすべ て捨 象 され て

｢美 しき東インド｣の絵 として示 されるとい
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う状況に,ぴ った りと重なり合 うことが らで

あった,といってよい｡ この限 りにおいて,

カルティエが描 く風景は,植民地社会のどこ

にも帰属することのない, したが って,オラ

ンダ人 もユーレシアンも中国人 もカルティエ

自身 も共有することので きる ｢夢のような｣

風景,｢遠い海の彼方｣や ｢神のような祖国｣

につながる普遍的な風景であった｡彼女 自身

の表現を再び用いれば,それは, うたかたの

やす らぎを与える ｢おとぎ話｣であり, ｢美

しき東 インド｣の絵のように誰 もが応接間に

飾 ることができ,クロンチ ョンの旋律のよう

に誰 もが口ずさむことので き る もの で あっ

た｡誰 もが,それぞれにそのノスタルジック

な ｢夢｣を結ぶ ことができるような風景が,

カルティエの描 き出す風景であった｡

カルティエの ｢書簡集｣を読んだオランダ

人は,彼女の うちに倫理政策の申 し子の姿を

みるのと同 じ程度に (香,おそ らくこそれ以上

に),彼女の描 く心 象 に ｢テンポ ･ドゥル｣

"tempodoeloe''の心象,すなわち,｢古 きよ

き平和の時｣の心象を見出 していたはずであ

る｡事実,その時代について編んだアルバム

集である 『テンポ ･ドゥル』 には彼女の写真

の飾 られたページが見出される｡24) このこと

と軌を一 にするかのように,少女時代のカル

テイこが描いた絵は,空 と林を遠景に して大

輪のはすの花が咲いているという構図の,ま

ことに平和で美 しい世界を現 している [スロ

ト,舟知 ･松田(釈) 1982･.370]o;'5' その情

24)カルテイニは,この写真集の中でただひとり｢民
族英雄｣でもあるという点で,まことに興味深

い [R Nijs 1973:112]｡なお,この写真集は

永積昭教授のど厚意で閲読の機会を得た｡記し
て謝意を表する次第である｡

25)同書には合わせて,彼女の妹であるカルディナ
の鉛筆画 (3匹の子猫の絵)およびルクミニの
木炭画 (海岸と砂浜と郁子林の絵)が紹介され
ている[スロト,舟知 ･松田 (釈) 1982:372,
373]｡それぞれに,｢テンポ･ドゥル｣の世界が
描かれていることはいうまでもない｡カルティ
この絵は本稿の巻末に掲げた｡

畳は ｢テ ンポ ･ドゥル｣の象徴にはかな らな

いのである｡

こうしてみると,カルティエは ｢はざま｣

の時代のジャワで生まれつつあった ｢メステ

ィーソ｣的文化状況の無比の表現者であった,

ということができる｡

3. 風景の ｢国籍化｣(帰化)

カルティエはなぜ 2で述べたような風景描

写が可能であったのか｡彼女の天賦の才や彼

女のおかれていた環境に加えて,オランダ語

の果た した機能がいうまで もな く決定的に重

要である｡オランダ語は,一方ではオランダ

語で記された文字の世界を カ ルティこの前に

示す窓口の役割を果た していた｡事実,彼女

は,『マ ックス ･--フェラール』 を読んだ

最初のジャワ人の世代に属 していた｡26'また,

彼女はオランダ語の雑誌,新聞に数多 く目を

通 していた｡同様にして,オランダ語の小説,

中で も東 インドを舞台 とした小説にも親 しん

でいた｡27) 先の風景描写の ｢決まり文句｣,

すなわち定式化 した表現を,これ らの小説か

ら学んだ可能性 も十分に考え られる｡28)この

ようにして,オランダ語はジャワ北岸の小 さ

な館に閉 じ込め られていたカルティ二に ｢新

しい世界｣の存在を示す唯一のメディアであ

り,彼女 とオランダ人の間に交わされた数 々

の書簡においては彼女はその世界の成員であ

ることを享受 したのである｡29)

他方でオランダ語 は,ジャワ語の言語世界

を対象化す るための レンズとしての役割を果

た していた｡ 彼女はこの レンズを通 してジャ

26)彼女が 『マックス･--フェラール』,ことに
その中にエピソードとしてはさまれているサイ
ジャとアデインダの悲恋物語 [Multatuli1860:
202-222】に感動したようすほ,1900年 1月12日
付ゼ--ンデラール宛の手紙に示 されている
[Abendanon 1911:30;Sutrisno1979:26J｡

27)富永泰代氏の示唆による｡
28)B.アンダーソン教授の示唆による｡
29)前記13を参照｡
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ワの社会をのぞき込み,それをオランダ語 に

よって表現 した｡その書簡がおしなべて長文

であるのは, レンズの向こうに次 々と映 る新

しい世界を くり返 し言葉で定着 させようとす

る努力の現れであり,それは,表現が手 に余 る

場合のもどか しさ ･健吉を思わせ る｡30'彼女

にとっては,オランダ語そのものが ｢は じめ

て手 に した高価な宝石｣であったのである｡

こうしてのぞき込まれたジャワは,書物を

通 して知 るオランダが新 しい世界であったの

と同様に,彼女の ｢外｣にある新 しい世界 と

して映 じていた｡ ジャワ語の世界がオランダ

語 というレンズを通 して対象化 されるとは,

このことにはかな らない｡

書簡の中か ら,このようにして対象化 され

たジャワ語の世界のい くつか の例 を み な が

ら,この点を考察 してみよう｡

1902年11月 の書 簡 にこうみえている｡31)

｢わた しが何よりも好んできたのは,わた

しども自身の人民 (Yolk) をみ ることで し

た｡ もしわた しがかれ らの中で生活 したの

な ら,それはこの上ない楽 しみとなること

で しょう｡ わた しどもはできうる限 り,人

民 との接触 (aanrakingmetbetYolk)を求

め,外に出て,村の家々(kamponghuizen)

を尋ねるのです｡最初は,彼 らはわた しど

もをいささか奇妙に (w礼tvreemd)眺めて

いま したが,いまでは,まった くそんなこ

30)書簡はしばしばオランダ語版で10ページを越え
ている[永積 1980:80-81]｡

31)1902年11月21日付, アベンダノン氏宛 [Aben-
danon 1911:309;牛江 1940:221;Pane
1963:185;Sutrisno 1979:291]｡この部分は
インドネシア語訳 (A.Pane版)では,｢奇妙な｣

"vreemd''という語が訳されず,カルティこと

の情熱的な一体感が強調されている｡このよう
な,原文と訳文との相違という問題は,インド
ネシア語の世界でカルテイこのイメージがどの

ように定着してゆくのかという問題にはかなら
ず,それ自身興味深いテーマである｡ しかし,

このような問題はさし当たり本稿の範囲外とす
る｡
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とはありません……｣

ここで明 らかなように,｢村の家 々｣(それ

は,kampong集落 というマ レー語 と,huizen

家 々というオランダ語の合成語 として示 され

る) は彼女 とは別世界の存在であって,尋ね

歩 く場所であり,村 とカルテイことは相互を

｢奇妙な｣"vreemd''存在 として認識 してい

る｡ それゆえにこそ,彼女が村の生活 と融け

合 うことはよろこびを与えることが らなので

ある｡

このように,オランダ語の表現主体である

カルテイニとジャワの農村 とが一旦切 り離さ

れ ることによって,省察 ･観察 されること,

すなわち対象化されることにおいて,カルテ

ィニのもっていたもう一つの役割が浮かびあ

が って くる｡すなわち,オランダ語 による対

象化が,自然や風景か ら離れて人 々の生活や

社会の状況 に向けられる時,当時のジャワ社

会はまるで精巧な レンズでのぞき込まれたよ

うに, くっきりとした輪郭を映 し出す ことに

な るということである｡

た とえば,1900年 1月 に記 された,ホルマ

ット制の具体的なありさまを観察 した次の一

文をみ られたい｡32)

｢ヨ-ロッパ人が,わた しども白身の長上 に

しか用いない礼儀作法をわた しどもに要求

す る時,かれ らはす き好んでわた しどもの

笑い者になっているとしか思われません｡

州理事官や副理事官が自分たちを 『カンジ

ェン』(kandjeng)と呼ばせているのはまだ

もっともなこととして も,農園監督官や橋

の設計者や (そのうちにやがて)駅長まで

が部下に対 して この称号で呼ぶようにさせ

32)1900年 1月12日付,ゼ--ンデラール宛 [Aben-
danon 1911:39;牛江 1940:32-33;Pane
1963:55;Sutrisno 1979:34]｡ここでのヨー

ロッパ人がオランダ人をさしていることはいう
までもない｡ なお,｢カンジェン｣とはジャワ

王朝文化に由来する呼称で,｢太守｣,｢閣下｣の
意｡
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ているのは,気狂い沙汰です｡一体かれ ら

は,『カンジェン』 がどういう意味なのか

を知 っているので しょうか｡かれ らは,人

民がその長上に示す礼儀作法 と同一のもの

を,自らの部下 に求めているのです｡何 と

いうことで しょう｡ わた しはいままで,た

だ愚かなジャワ人 (dedommeJavaan)だ

けがそのお追従を好むのだ とばかり考えて

いま したのに,そうではな くて,教養 もあ

り開化 している西欧人 もまたそれを嫌 って

はいないということを,いや,それに夢中

になっていることを知 ったか らです……｣

これは文言通 り,ホルマ ット制の戯画的状

況を映 し出 した ものであるが,ここで注 目し

うることは,カルティこの立場が ｢ヨーロッ

パ人｣(これはもちろんオランダ人の別称であ

る)か らも ｢ジャワ｣人か らも等距離にある

ということである｡両者の世界の｢外｣にある

という地点においては じめて,カルティエの

所有するオランダ語 というレンズは,一方で

｢気狂い沙汰のオランダ人｣を,他方で ｢愚か

なジャワ人｣を映 し出 してみせ るのである｡

ここでは社会の状態が,ジェパ ラの海辺の

風景 と同 じように,ある形をもって描 き出さ

れているのであり,そのことによって ｢社会

の風景｣ もまた遍在す る風景 として定置され

るのである｡ しか し, このように して定置さ

れた社会の風景を,誰 もが共有 しうる ｢メス

ティーソ｣的風景 とすることはできない｡カ

ルティこの生 きていた社会,カルティこのみ

ていた社会は,ノスタルジアやメランコリー

を主題 とす るのではな く,当然のことなが ら,

支配 と被支配の亀裂を主題 とす るものであっ

たか らである｡たとえば,先の文言につづ く

二つの辛殊な評言は,そのような社会の亀裂

(人種支配)の骨子を的確に示 している｡

｢当地の多 くの ヨーロッパ人たちは,かれ

らの下層であるジャワ人が,徐 々に発展 し,

次第次第 に褐色の民が白人 と同 じような頭

脳をもち同 じような精神を もつ ことを示す

と, それを白眼視するのです……｣[Aben-

danon 1911:40;牛江 1940:34;Pane

1963:57;Sutrisno 1979:35]

｢…‥.わた しにはいま,なぜ人 々がジャワ

人の発展に反対するのかわかるのです｡ ジ

ャワ人が発展 した時には,かれはもはや,

かれの上層にいる人 々が命令 したりお しつ

けたりす ることに,『はい』 とか 『御意』

(amen) とのみはいわな くなるであろうか

らです‥‥‥｣[Abendanon 1911:42;牛江

1940:34-35;Pane 1963:57;Sutrisno

1979:36-37]

｢異国のおとぎ話｣のように描 き出される

風景 とは異なって,上に書かれた社会の状態

にはジャワとオランダの鋭い断絶が描 き出さ

れている｡ この点で,カルティニが民族意識

の覚醒のかがやか しい先駆者であることはい

うまで もない｡33)

以上の書簡 (実際には未知のオランダ人少

女に宛てて記 したジャワの事情紹介)34' は,

33)この日の書簡中にはさらに次の文言が示されて
いる｡｢きわめて優雅なやり方であれ,かれら
(オランダ人)はわたしどもに次のように感じ
させるのです｡すなわち,『わたしはオランダ
人で,お前はジャワ人だ』, 換言すれば 『わた
しは支配する者で,お前は支配される者だ』と
いうわけです｣[Abendanon 1911:40;Sutri-
sno 1979:35]｡

34)このゼ--ンデラール宛書簡はオランダ語版で
18ページにも及ぶ長文である｡これについての
以下の評言はまことに適切である｡ ｢東インド
に深い関心を持っているが,実際には来たこと
がなく,ほとんど何の予備知識も持たないステ
ラ(ゼ--ンデラール)に対しては,カルティ二
はいろはのいから説明して行かねばならない｡
そのため,カルティニはおのずからジャワ人の,
あるいは原住民女性の代表として,オランダ女
性の代表に相対している様な趣がある｡彼女は
幾分緊張しつつ,しかしきわめて生き生きとジ
ャワの文化や社会について語る｡そしてオラン●●■
ダはすぼらしく,オランダ語は美しいが,東イ●●●●●●● ●●●●●●●●●
ンドにいるオランダ人の中には,実に倣怪で原
住民を人間扱いしない者すらいることを,誠に
適切な例を挙げながら語って行く｡このステラ
宛ての手紙ほどジャワ社会についての平易な入●●●●●●●●●●●●●●
門書を私は知らない｣(傍点引用者)【永積 1980●●
:8ト82]｡
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1900年の初頭に書かれたものである｡そのこ

とは,カルティニが手紙を綴 り始めたごく初

期にすでに,社会の亀裂に鋭い目を向けてい

たことを示 している｡ それでは,このような

社会描写 と先に述べた風景描写 とは,カルテ

ィエにおける二つの異なる側面- 一方での

リア リズム, 他 方 で の センチメンタ リズム

- を示 し,両者は融け合 うことな く共存 し

ていたのであろうか｡た しかに,このような

異なるものの共存は ｢書簡集｣の随所に認め

られる｡ しか し,時にまた,社会描写におけ

る彼我の断絶が風景描写のうちに色濃 く示 さ

れている場合 もある｡すなわち,ジャワ対オ

ランダという二分法が風景描写のうちに重ね

合わされている例である｡ たとえば,ジェパ

ラの海辺をロマ ンチ ックな ｢夢｣ と重ねて記

したのと相前後 して書かれた手紙では,次の

ようにみえている｡35)

｢花 と香 り,この二つはわた しどもジャワ

人のすべてにとって,そ していつでも不可

欠のものです｡

花の薫 りと香の匂いをか ぐたびごとに,

それはわた しを思い出の世界,JLりこ触れる

世界-導いてゆきます｡それは過ぎ去 った

日々を思い出させ,わた しの身体に流れて

いるジャワ人の血潮を強 く感 じさせます｡

ああ,わが民族の魂 (zielvanmijnvolk),

その起源においてか くも美 しく,気高 く,

詩的で,謙虚で,寛大であったその魂-

あなたはいまどこ-行 って しまったのです

か｡過ぎゆ く時と日常の くり返 しが,あな

たに何をもた らして しまったのですか｡

わた しどもの心は,ジャワ的であるより

もはるかにヨーロッパ的であると, しばし

ばいわれます｡それは,何 とも心を沈ませ

る (weemoedig)考えです｡わた しどもは,

35)1901年 8月1日付,アベンダノン夫人宛 lAben-
danon 1911:116;牛江 1940:98-99;Pane
1963:103;Sutrisno 1979:107-108].
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総身にヨ-ロッパ的な思考や感情が広がっ

ているかもしれません｡ しか し,わた しど

もの身体を流れ熱 く息づいている血潮,ジ

ャワ人の血潮は,決 して滅ぼすことはでき

ないのです｡花 と香 り,ガメランの調べ,

郁子に吹きわたる風のそよぎ,ジャワ鳩の

鳴き声,稲穂の津波,米白の昔,これ らに

触れる時に,わた しどもはそのジャワの血

を感ずるのです.‥‥.｣

この文面に現れているのは,｢花 と香 り｣

(すなわち ｢ミモザ とブーゲ ンビリア｣に囲

まれた世界),｢郁子の桐を渡 る風｣,｢ガメラ

ンの響 き｣,｢ジャワ鳩の鳴き声｣,｢稲穂の津

波｣,｢米臼の音｣など,おのおのに ｢美 しき

東インド｣の絵の画題を構成する一連の素材

であり,そ の限 りに お いて先の ｢決まり文

句｣ と同一の文章世界である｡ しか し,ここ

でカルティ二は,これこそが くジャワ〉の風

景であること,時代を越えて受け継がれてき

た (香,む しろ受け継がれてゆ くべき) くジ

ャワの血潮)であることを明言 しているので

ある｡それは,先の海辺の光景が現実の風景

である以上に ｢夢｣に帰属する風景であった

のと同様に,それによってジャワ人の血潮が

かきたて られるような,ありうべき風景なの

である｡換言すれば,ここに,風景はジャワ

の風景 として自覚されているのであり,その

自覚によって風景の輪郭 ･その形が描 き出さ

れているのである｡ このようにして,風景の

帰属先がジャワであることを限 定 され る こ

と,そのことは,風景が文化的に規定される

こと (自他を峻別する ｢了解の構造｣のうち

に定置されること) にはかな らない｡

カルテイ二がインドネシア民族意識の先駆

者であるということが らの核心は,実は,こ

のような彼女の自覚 にかか わ る｡ なぜ な ら

ば,ひとたびこのような自覚が共有されるこ

とと, ｢想像の共同体｣が共通に意識される

こととは同一の文化状況を示すことにはかな
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らないか らである｡彼女が (ほとんど何気 な

く)記 した ｢風景 とジャワとの重ね合わせ｣

は,その風景が先 に述べた ｢メステ ィーソ｣

的世界の ｢決ま り文句｣の うちに定置されて

いるか らこそ,その ｢決ま り文句｣その もの

を特定 の世界 ･特定の文化 に帰属 させ る契機

とな りうるのである｡ それは ｢決ま り文句｣

に くジャワ人 (の血潮)) という ｢国籍｣が与

え られることである｡風景は文化的に規定 さ

れてその輪郭を新たに現 し,他 のどこにも帰

属す ることのない風景 として, ジャワに く帰

化〉す るのである｡36)

36)風景自体が民族主義の感情と重ね合わされ,氏
族意識の白覚的表明につながるということのよ

り明快な例は,カルティことほぼ時期を同じく

するフィリピンの民族思想の先駆者のうちにも

認めることができる｡

たとえば,プロパガンダ運動の指導者デル ･ピ

ラールが1889年当時にバルセロナで記した次の

書簡 [池端 1981:164-165]をみよ｡

｢ここ (スペイン)は歓喜の土地だと言われて

いますが,それは人工的な感性の中にだけある
ことだと思います｡ここではすべてがひよわで

貧弱です｡太陽には熱気がありませんし,空に

は星がありません｡月には輝きがなく,個は稽
せています｡花々には香りがなく,雨が降る時

もアトムの滴になって落ちてきます｡すべてが

著しい対照をなしているので,わたしたちの揺

藍の地にたゆたう,力強い自然の壮麗なる表出

に思いをいたさないではいられません｡そこで

は,あの青い空は星々で飾られ,この季節には
月が輝きわたり,熱帯の太陽は燃えるような光
をふり注ぎ,田園は青々と繁茂 し,花々は芳し
い香りを撒きちらしています｡そしてなかんず
く,わたしたち東洋人の生活慣習がもつ優しさ
と誠実さと懇ろな心配り｡それらはわたしの脳
裡に美しい感動にみちた追憶を惹き起します｡
そして,神の与え賜うたこの幸せが,神の司祭と
なった人々の不信仰によって曇らされているこ
とに思いをいたし,涙せずにはいられません｡｣

上の文言は,カルティこの場合と同じく後代か
らみると ｢決まり文句｣の羅列のようにみえる
(実際,これはカルティこの書簡である,といっ
ても通用するほど,二つは,その文章の情感と語
句において共通している)｡しかし,重要なのは
まさにその点であり,カルティニの場合と同じ
く,民族思想の成立とはこのような ｢決まり文
句｣の様式性において自他(スペインとルソン,
オランダとジャワ)を峻別 してゆくことにはか
ならないのである｡なお,土屋 【1983]を参照｡

そ してい うまで もな く,｢これ こ そが ジャ

ワの風景である｣ という場合 の ｢ジャワ｣と,

｢これ こそがイ ンドネ シアの風景である｣ と

いう場合の ｢イ ンドネシア｣ とは,同一 の心

象の別表現 にすぎない｡ ここでの ｢ジャワ｣

は ｢オ ランダ｣ と対比 され る ｢ジャワ｣であ

り,オ ランダ植民地社会 に遍在す る ｢メステ

ィーソ｣的状況か らの離脱の自覚的表現 だか

らである｡

カルティニは ｢メスティーソ｣的文化状況

を言語化 した という限 りにおいて,19世紀後

半 のジャワ社会 のす ぐれた語 り部であ り,オ

ランダ語を性能 のよい レンズと化 して ジャワ

社会を対象化 したという限 りにおいて,ジャ

ワ思想史上最初 に現れた ｢近代的個｣であ り,

文化的に規定 された風景を描 き出す ことにお

いて,民族意識の先駆者であった｡そ うい う

三つの側面を,彼女は未分化の状態で合わせ

もっていたが, この未分化の状況 こそ19世紀

後半か ら20世紀初頭 にかけての,ジャワ社会

の心理的状況 (時代精神) の反映であ った,

といえよ う｡ カルテ ィエはこの時代精神 の等

身大の体現者であったのである｡
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土屋 :カルティエの心象風景
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